
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
あらゆるアルミ材に対応し、かつ環境負荷 

を軽減したアルミ表面処理技術 
（        ） 

こんなことが出来ます！ 

発明者からのメッセージ 

技術の概要 

陽極酸化困難なアルミ鋳物を毒物フリー、簡素化工程で行う表面処理技術を実現！ 

図 ・ 写真 
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ライセンス情報 

① アルミ鋳物等の活性化剤として、従来から使用されるフッ化水素酸を全く使用しないフッ酸フリー活

性化剤を使用。 

② 物理的手法（マイクロバブル、散気装置）などとの効果的な組み合わせにより、Ｓｉ含有率を大きく低

減し、陽極酸化後、良好な皮膜生成を可能とした。 

【解決したポイント】 
毒物を使用しない化学的手法と物理的手法

を組み合わせることで、新しい前処理工法

を開発。あらゆるアルミ素材に適応でき、環

境配慮と低コスト化につながる表面処理技

術を考案した。 

【従来の問題点】 
アルミ鋳物等高Ｓｉ含有合金の陽極酸化処

理は、前処理工程が煩雑で、使用薬品に

毒物（フッ化水素酸）を用いるため環境負

荷も高く、専用ラインを用意する必要もあ

り、コスト高となっていた。 
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毒性の非常に高いフッ化水素酸を一切使用しない

アルミ表面処理技術がアルミ鋳物等の標準化表面

処理技術として、幅広く認知されることを期待します。 
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